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研究成果の概要（和文）： 

 

本研究では、インクルーシブ教育の実現に向けて先駆的な取り組みを展開してきたアメリカ

合衆国を研究対象に、その実践に不可欠となる理論的基盤と指導条件を検討した。とくに、イ

ンクルーシブ教育を進めるため保護者が求めている指導要因、および教員における実践の状況

と意識の変容を探った。そして、インクルーシブ教育の授業場面に関する分析を進めている。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The primary purpose of this study is to examine instructional theory and strategies 

towards the implementation of inclusive education in elementary and secondary school 

classrooms in the United States. First, this study investigated the attitudes and beliefs 

of parents and teachers. Second, effective instructional strategies for students who have 

a disability were addressed. Survey results indicated that teachers have positive 

attitudes towards inclusive education. Ultimately, we should re-examine the 

environmental features of inclusive education work of regular education teachers. 
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１． 研究開始当初の背景 

近年におけるノーマライゼーションの進

展に伴い、障害のある子どもを含むすべての

子どもを可能な限り通常の教育環境で、適切

に対応するインクルーシブ教育の思想と実

践が世界的な趨勢となりつつある。しかしな

がら先行研究によれば、通常教育教員の多く

は専門的知識や技能の不足を感じており、イ

ンクルーシブ教育の実践に消極的な態度を

示すことが少なくない。すなわち、通常学級

における障害のある子どもの支援体制の整

備が急務な課題となっており、インクルーシ

ブ教育を定着させる支援・指導の在り方が模

索されている。 

 

２．研究の目的 

わが国においても、インクルーシブ教育の

発展経緯や理念・概念に関する研究が蓄積さ

れ、理論的な側面からの整理が進みつつある。

しかしながら、インクルーシブ教育の基盤と

なる教育諸条件の集約には至っていない。そ

こで、インクルーシブ教育の実践効果を高め

るための取り組みに着眼し、その方法論の一

端を明らかにしたい。 

 

３．研究の方法 

初年度には、インクルーシブ教育に関する

第一次資料の収集に加え、研究課題の究明に

最も適切なフィールド選択と指導ストラテ

ジーの内容・手続きに関する予備的検討を進

めた。 

２年目は、インクルーシブ教育をめぐる状

況の全体像を捉えた初年度の成果を踏まえ、

指導の有効性とそれに影響する実践的要因

の整理を進めた。具体的には、保護者と教員

のインクルーシブ教育に対する意識を検討

し、指導に求められる条件と実践的課題の究

明を進めた。 

３年目には主として学校訪問を通して授

業観察の場面を用いながら実証的な検証を

試みた。それと同時に研究成果を整理し、学

会で発表するとともに、論文として公にして

いく作業を進めた。究極的には、３年間の研

究を通して、インクルージョン教育の実践方

策の基盤を捉える一方で、わが国における教

育諸条件のなかでの応用可能なモデルを提

案したいと考えている。 

 

４．研究成果 

 本研究課題の成果の一部は、次節に示した

出版物に収録されている。 

 本研究を通して、インクルーシブ教育の基

盤的な状況と動向を把握し、今後の課題を提

起した。わが国では、インクルーシブ教育の

展開に対する要求が高まる一方で、その実現

に向けた行政的・実践的対応策の検討が進め

られている過程にある。この研究課題に関す

る先進国と位置づけられるアメリカ合衆国

の取り組みを調査し、法的要求と実践におけ

る相互の課題が明らかになった。今後、より

授業場面に特化した検討が必要であり、特別

な教育的ニーズのある子どもを通常学級に

おいて支援するための指導法の効果をより

綿密に分析することが課題である。 
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